
 

 

 

 

 

 

 

  

京セラ株式会社 

2026 年 3 月期 第 1 四半期決算説明会 
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イベント概要 

 

[企業名]  京セラ株式会社 

 

[企業 ID]  6971 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2026 年 3 月期 第 1 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2026 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2025 年 7 月 30 日 

  

[時間]   16:45 – 17:26 

（合計：41 分、登壇：14 分、質疑応答：27 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長    谷本 秀夫（以下、谷本） 

取締役 執行役員常務 コーポレート担当（最高財務責任者） 

      千田 浩章（以下、千田） 

 

 

 

 

 

 



 
 

登壇 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。本日はお忙しいなか、京セラ株式会社のウェビナーにご参加

いただき誠にありがとうございます。ただ今より、2026 年 3 月期第 1 四半期決算説明会を開催い

たします。本日使用いたします資料は、当社ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

なお、本日のウェビナーは録画しております。あらかじめご了承ください。最初に本日の出席者を

紹介いたします。代表取締役社長、谷本秀夫でございます。取締役 執行役員常務 コーポレート担

当、千田浩章でございます。それでは、これより説明を開始します。谷本社長、お願いいたしま

す。 

谷本：平素は皆様に大変お世話になり、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。本日は大変お

忙しいなか、当社決算説明会にご参加いただき誠にありがとうございます。それでは、2026 年 3

月期第 1 四半期決算説明会資料に沿ってご説明いたします。 

 

 

 

 

 



 
 

 

本日は、こちらに記載の内容について順にご説明いたします。 

初めに、2026 年 3 月期第 1 四半期の決算概要についてご説明いたします。 

 

 

 



 
 

 

3 ページをご覧ください。 

当第 1 四半期の売上高は、前年同期に比べ 4.2%減少の 4,780 億円となりました。営業利益は

11.5%減少の 186 億円、税引前利益は 6.7%減少の 446 億円、親会社の所有者に帰属する四半期利

益は、0.9%増加の 371 億円となりました。 

平均為替レートは、対米ドルは前年同期に比べ 11 円円高の 145 円、対ユーロは 4 円円高の 164 円

となりました。下段に記載のとおり、この為替レート変動により売上高は約 220 億円、営業利益

及び税引前利益は約 17 億円押し下げられました。 

また、シリコンダイオード・パワー半導体事業の譲渡契約締結に伴う一時損失により、営業利益及

び税引前利益が約 21 億円減少いたしました。その一方で、KDDI 株式売却に伴う税金費用の調整

が親会社の所有者に帰属する四半期利益、約 40 億円の増加要因となっております。 



 
 

 

4 ページをご覧ください。 

こちらは第 1 四半期の実績サマリーを示しています。 

スライド左側の売上高をご覧ください。売上高は、米ドルに対して円高が進行したことを主因とし

て、電子部品とソリューションが減収となり減少いたしました。 

続いて、右側の税引前利益をご覧ください。各事業における収益性改善効果はあったものの、減収

の影響に加え、シリコンダイオード・パワー半導体事業の譲渡契約締結に伴う一時損失を計上した

ことにより、減益となりました。 



 
 

 

5 ページをご覧ください。 

こちらは、設備投資額、有形固定資産 減価償却費、研究開発を示しています。 

左側の設備投資額については、主に国内工場において将来の生産規模拡大や自動化に向けて、過年

度より着手していた新棟建設が完工したことに伴い、大幅に増加いたしました。 

中央の有形固定資産 減価償却費は、前期に半導体部品有機材料事業において減損損失を計上した

ことを主因に減少いたしました。 

右側の研究開発費は、今期より研究開発活動についても選択と集中を開始したことに伴い、減少い

たしました。 



 
 

 

 

 

6 ページにセグメント別の売上高を、7 ページにセグメント別利益の一覧を示しております。 



 
 

 

8 ページをご覧ください。まず、コアコンポーネントです。 

当第 1 四半期の売上高は 1,459 億円、事業利益は 142 億円となりました。前年同期比較では、売

上高は、産業・車載用部品、半導体関連部品ともに、ほぼ横ばいとなりました。 

事業利益は、半導体部品セラミック材料事業が前年同期に及ばなかったものの、半導体部品有機材

料事業における構造改革の効果、及び自動車部品事業の増益が寄与したことにより増加いたしまし

た。 

前四半期比較では、売上高は、半導体部品有機材料事業、ディスプレイ事業、及びファインセラミ

ック部品事業の減収により減少いたしました。事業利益は、各事業における原価低減、及び半導体

部品セラミック材料事業の収益性改善により増加いたしました。 



 
 

 

9 ページをご覧ください。続いて電子部品です。 

当第 1 四半期の売上高は 839 億円、事業損益は 30 億円の損失。前年同期比較、前四半期比較とも

に、売上高は主に米ドルに対して円高が進行したことにより減少いたしました。 

事業利益は、KAVX グループにおいて構造改革の効果はあったものの、減収の影響に加え、シリコ

ンダイオード・パワー半導体事業の譲渡契約締結に伴う一時損失、約 21 億円を計上したことによ

り減少いたしました。 



 
 

 

10 ページをご覧ください。最後にソリューションです。 

当第 1 四半期の売上高は 2,530 億円、事業利益は 189 億円となりました。前年同期比較では、プ

リンティングデバイス事業などは増収となったものの、円高の影響を主因に機械工具事業やドキュ

メントソリューション事業などが減収となりました。 

事業利益は、各事業での原価低減への取り組みが減収影響を吸収し、ほぼ横ばいとなりました。 

前四半期比較では、季節要因によりドキュメントソリューション事業、及びコミュニケーション事

業が減収減益となりました。 

続いて 2026 年 3 月期業績予想についてご説明いたします。 



 
 

 

12 ページをご覧ください。 

通期の業績予想につきましては、本年 5 月の公表数値から変更はございません。 

 

 

 



 
 

 

 

なお、13 ページ、14 ページに記載のセグメント別業績予想につきましても変更はございません。 

続いて、構造改革及び資本政策等の進捗状況についてご説明いたします。 

 



 
 

 

16 ページをご覧ください。 

まず、売上高 2,000 億円程度の事業見直しに係る進捗についてご説明いたします。 

スライド左側のパワー半導体事業の譲渡をご覧ください。本年 5 月に公表したとおり、当社はシリ

コンダイオード・パワー半導体事業を新電元工業株式会社へ譲渡いたします。 

スライド右側をご覧ください。パワー半導体事業に続き、ソリューションセグメントの建設・産業

向け資材・工具の米国ディストリビューターであるサザンカールソンについて、譲渡を含む戦略的

選択肢の検討を開始したことを本日公表いたしました。サザンカールソンは、米国に本社を置き、

全米約 120 の拠点と 1,500 名の従業員を有しており、2025 年 3 月期の売上高は約 1,400 億円で

す。2019 年に買収により京セラグループ入りしましたが、この度、譲渡を含む戦略的選択肢の検

討を開始いたしました。本件の進捗につきましては、今後、適宜公表予定でございます。 



 
 

 

17 ページをご覧ください。次に課題事業の改善状況についてご説明いたします。 

スライド左側の半導体部品有機材料事業においては、赤字脱却に向けたコスト構造の転換に関わる

施策を期初の計画どおりに実施しており、製品及び拠点の選択と集中と固定費の削減に取り組んで

おります。 

上段は、製品及び拠点の選択と集中の進捗状況を示しております。足元では、ネットワーク ASIC

向けに高付加価値製品である高多層基板の受注が拡大しております。また、当期に入ってから生産

拠点の集約に向けて、低採算製品の終息に係る顧客との交渉を開始いたしました。これらの取り組

みにより、製品及び拠点の選択と集中に繋げてまいります。下段は、固定費の削減状況を示してお

ります。前期に実施した構造改革により、減価償却費は前年同期と比べ約 25 億円減少しました。

また、約 370 名の生産人員の再配置が完了いたしました。 

続いて、スライド右側の KAVX グループをご覧ください。KAVX グループにおいても、通期黒字化

に向けた京セラ電子部品との協業に係る施策を、期初の計画どおりに実施しております。 

上段のセラミックコンデンサにおいては、京セラ本体からの支援を実施してきたことで、技術・設

備力強化が図られ、米国及びマレーシアの生産拠点で歩留まりが改善したことで、黒字化ができて

おります。また、下段のタンタルコンデンサにおいては、高付加価値なポリマー製品の拡大に向け

た取り組みを実施しております。新規に客先認定を取得した製品数が、前年同期の 18 品種から 48

品種に増加したことに加え、歩留まり改善も進めております。今後の本格的な増産に向けた準備を

続けてまいります。 



 
 

 

18 ページをご覧ください。続いて、資本戦略の遂行状況についてご説明いたします。 

スライド左側の政策保有株式の縮減をご覧ください。当社は先月、KDDI 株式約 1 億 800 万株、約

2,500 億円を売却いたしました。今月初旬には決済を完了し、源泉徴収後の金額で 2,111 億円が入

金されました。なお、純資産に占める政策保有株式の割合は、2025 年 3 月期時点では 51.6%でし

たが、KDDI 株式売却により、6 月末時点で 44.9%に減少いたしました。将来的には純資産に占め

る政策保有株式の割合を、20%未満まで縮減することを目標としています。 

続いて、スライド右側の自社株買いの実施をご覧ください。2025 年 5 月 14 日開催の取締役会に

て、総額 2,000 億円を上限とする自社株買いを実施することを決議し、公表いたしました。その後

は事業の見直しに関する重要情報管理の観点から、本日まで実際の買付を控えておりましたが、今

後は速やかに買い付けを開始する予定でございます。 



 
 

 

19 ページをご覧ください。最後にガバナンスの強化についてご説明いたします。 

1 点目の取締役の任期の短縮、2 点目の取締役の定員の変更、3 点目の新任社外取締役の選任につ

いては、先の株主総会に決議いただいた内容となりますが、これらに加えて、4 点目に指名報酬委

員会議長として、社外取締役の垣内氏を選任いたしました。この新たな体制の下、指名報酬委員会

の透明性、ガバナンス水準の一層の向上を図ってまいります。 

 

本日ご説明いたしましたとおり、当社は期初に掲げた取り組みを着実に遂行することが、企業価値

向上への第一歩と考えております。引き続き、改革を進めてまいりますので、今後ともご支援を賜

りますようお願い申し上げます。ご清聴ありがとうございました。 

  



 
 

質疑応答 

 

＜質問者１＞ 

[Q]：一つ目は、今回米国のディストリビューターの戦略的選択検討開始を初めて開示されました

が、利益や資産の減少など、売上高以外でどれくらい業績への影響があるのか確認させてくださ

い。また、これは売上高 2,000 億円相当の事業見直しの中心だと思いますが、これから売上高

2,000 億円相当の事業見直しに限らず、まだいろんな見直しをかけていく可能性があるのか、現在

社内でどういうことを議論されているのかを教えていただきたいです。 

谷本 [A]：まず、サザンカールソン社は売上高で 1,400 億円規模ですが、資産としては 900 億円程

度減少することになると思います。利益面は、赤字の会社ではないですが、仮に除外するとソリュ

ーションセグメントの利益率が約 1%上昇するという試算をしております。それ以外の事業見直し

につきましては、進めているものは他にもあります。検討を続けますし、規模が大きくはないとこ

ろも含め、追加が生じる可能性があります。 

[Q]：売上高 2,000 億円相当に至るまで、まだ残り小さいものがあるだけでなく、それ以上にいろ

んな可能性も広く検討しているという意味でしょうか。 

谷本 [A]：はい。そうです。 

[Q]：その他に、事業の終息や売却以外に、現在どういうことを検討されているか、議論されてい

るかという点もご紹介いただければありがたいです。 

谷本 [A]：一つは、売却だけではなく、買収も検討を進めておりますので、できれば今期中に何ら

かのご報告をできるようなペースで進めたいと考えています。 

それ以外のオーガニックな成長に関しましては、コアコンポーネントセグメントはセラミック中心

で開発を進めるということで、半導体製造装置関連でシェアの低い部品について、製造装置メーカ

ーとはいい関係を保っておりますので、約束をしていただいて開発を進めていくというものが決定

したということがあります。 

半導体パッケージにつきましては、AI 関連では当社は遅れておりましたけれども、基板が大型化

することに伴って、コア材料をセラミックないしはガラスにするということで、一部顧客と共同の

開発をやっていただける目途がつきましたので、そちらの開発についてプロジェクトを組んで進め

ることがあります。この二つがコアコンポーネントで大きな取り組みになります。 



 
 

電子部品につきましては、京セラから KAVX への支援は 1 年前からずっと強化しておりましたけ

れども、タンタルコンデンサのタイの工場の量産立ち上げを生産技術面で全面的に支援するという

ことで、京セラの生産技術の部隊を派遣することを始めましたので、改善効果を出していかなけれ

ばいけないということになります。 

ソリューションにつきましては、従来からの社会課題解決型の事業、捺染プリンターをはじめとす

る事業を次々に立ち上げていくということを現在進めております。 

[Q]：ありがとうございます。質問の大きな二つ目は、半導体有機材料と KAVX です。黒字化のタ

イミングが想定できるなら、どのクォーターになるでしょうか。KAVX は今年の 3-4 月でブレーク

イーブンに近かったが、為替などの一過性要因もあったので 4-6 月は落ちていますけど、これから

黒字化がきっちり出てくるようなタイミングはいつ頃か、そういった趣旨で有機と KAVX でお伺

いできればというのが二つ目です。 

谷本 [A]：もともとの計画は、どちらも第 3 クォーターから黒字化して通期でブレークイーブンと

いう計画としておりましたけれども、KAVX はコンデンサの売上次第というところがありまして、

6 月はかなり黒字がでております。従って、KAVX は第 2 クォーターの終わりぐらいからコンスタ

ントに黒字化ができるようになるだろうと見ています。半導体有機材料につきましては、第 1 クォ

ーターに生産設備のトラブルが重なり、計画から少しだけ遅れましたが、第 2 クォーターで挽回で

きる目途がつきましたので、計画どおり第 3 クォーターから黒字化できると考えております。 

[Q]：よく分かりました。どうもありがとうございました。 

 

＜質問者２＞ 

[Q]：一つ目が、売上高で 2,000 億円程度の事業見直しに関してです。日本インターやサザンカー

ルソンといった、これまでに買収した企業が事業見直しの対象になっておりますけども、京セラに

長く存続している事業については、コスト構造の改革とか生産性の改善などで改善していく一方

で、買収後に期待どおりの成果が出ていない事業を整理していくという方向だということでよろし

いでしょうか。 

谷本 [A]：何年間存続していれば、京セラに長く存続したことになるのかは、ちょっと難しい表現

になると思います。今期に発表した二つの事業については買収からあまり年月が経ってない事業で

すが、買収して短期間の事業から整理するということではございません。今後発表する対象は長く

存続した事業になると思います。 



 
 

[Q]：いずれにしても、買収した事業が見直しの対象になっているという認識で大きく間違ってい

ませんでしょうか。 

谷本 [A]：そういうものが現実として多いというのは事実ですが、そういう方向性で検討している

わけではないです。 

[Q]：分かりました。2 点目が、御社のシェアの高い、コアコンポーネントのセラミック部品、ま

た電子部品の中で MLCC や水晶、そういった製品からご覧になった場合の、電子部品全般の市況

についてです。この 1Q は、それなりの前倒し需要があったのか。2Q 以降の部品需要については

どんな変化を見込んでらっしゃるのか。可能であれば、主要なアプリケーションごとにどんなふう

にご覧になっていらっしゃるのか、教えていただけませんでしょうか。 

谷本 [A]：コアコンポーネントのセラミックの中で、半導体製造装置向けのセラミック部品につい

て前倒し需要はまったくありませんでした。半導体製造装置自体が関税の対象外ということもある

のだろうと思います。 

半導体パッケージ関連は、セラミック、有機のどちらも一部でわずかに携帯電話向けのパッケージ

で少し前倒しの要求がございましたけれども、今は落ち着いている状況でございます。電子部品に

つきましても一部、当初は携帯電話向けで前倒しがありましたけれども、今は落ち着いている状況

ということで、大きく前倒しがあったため第 2 クォーターに大幅に落ちるというような、大規模な

前倒しはなかったと思っております。 

[Q]：ありがとうございます。最後に KDDI の株式の売却に伴う税金費用の調整による利益につい

ては営業利益を 40 億円押し上げたという理解で間違ってないでしょうか。 

千田 [A]：千田からお答えさせていただきます。営業利益には関係なく、税金費用の調整になりま

すので、当期利益に影響したものです。 

[Q]：分かりました。どうもありがとうございます。 

 

＜質問者 3＞ 

[Q]：一つ目は、スライド 16 ページについて、左側のパワー半導体については、Q1 で一括費用と

いう形で 21 億円のマイナスが出ていると思いますが、右側のサザンカールソンについては、収益

が出ている点と、買収したときの為替の水準の差等を勘案すると、方向感としては一過性の利益が

出てくると見ておけばいいのか、考え方についてお願いします。 



 
 

谷本 [A]：サザンカールソンにつきましては、まだ正確なことは申し上げられないですが、大きな

マイナスは出ないだろうと思っています。できればプラスにしたいと思っています。 

[Q]：分かりました。二つ目は関税の影響で、期初に 170 億円のマイナスという前提でお話をされ

ていて、その後に関税率が変わってきていると思うので、関税の影響でこの 4-6 月でどれぐらいの

プラスマイナスがあったか、あるいは年間の見通しで現在試算するとどうか、アップデートがあれ

ばお願いします。 

谷本 [A]：第 1 クォーターでの実際の影響は数億円程度ですので、今の状態で今後推移するのであ

れば、170 億円よりは減少すると思います、ただし、ドキュメントソリューションは日本で製造し

ていないため、関税率としては 20%程度の影響があると思っております。それ以外の部品につい

ては、関税率の変更ではあまり大きな影響が生じないと思いますので、影響額はやや減っていくと

いう見通しを立てております。 

[Q]：補足ですが、170 億円を計算されたときは当時の税率ということだったので、ベトナムの

46%が 20%に変更のような面でのマイナス影響は大きいという見方でいいですか。 

谷本 [A]：ドキュメントソリューションは、トナーは米国で製造している会社が 1 社あるというこ

とですが、米国で本体を製造している会社はないので、全額は難しいと思いますが、半額ぐらいは

値上げできるのではないかと想定しています。 

[Q]：分かりました。ありがとうございます。 

 

＜質問者 4＞ 

[Q]：一つ目は、これからポートフォリオの再構築を進めていかれるというフェーズになられるか

と思いますけれども、今日のサザンカールソンのようなケースだけでなく、全体としての大きな枠

組み・方向性について、より具体策が出てくるのは、どういうタイミング・時間軸でお考えでしょ

うか。今期、下期のどこかで全体的な再度整理して説明をしていただけるような形になるものと見

ておいてよろしいでしょうか。そのタイミングについて教えてください。 

谷本 [A]：第 4 クォーターには必ず発表したいと思っています。 

[Q]：分かりました。ありがとうございます。二つ目としまして、今回のこのサザンカールソン、

それからパワー半導体事業も、キャッシュフローに与える影響としてどういうものがあり得るの

か、サザンカールソンの場合は売却金額が入ってくる可能性もあると思いますが、そういうことが

今後生じた場合のキャッシュの使い方について、何かお考えがあれば教えてください。 



 
 

谷本 [A]：今は売却の話しか具体的にお話しできないですけれども、ポートフォリオを考えるうえ

で、買収ないし出資をしたほうがいいという案件も当然出てくると思いますので、そちらに使いた

いと思っています。 

[Q]：分かりました。ありがとうございます。 

 

＜質問者 5＞ 

[Q]：半導体有機材料について 2 点お伺いしたいですが、ネットワーク ASIC 向けの多層基板の受

注の拡大について、これらの貢献が売上に効いてくるタイミング等で、何か見えている点がありま

したら教えていただきたいというのが 1 点目です。 

2 点目としては、セラミックを活用したコア材の活用について、セラミックコアを御社が単独で使

用していくことを想定してらっしゃるのか、それともコア材供給メーカーという形に変化していっ

て、パッケージ基板メーカーにコア材を供給していくことも中長期では検討されていくようなビジ

ネスモデルとしてなっていくのか、こちらについての考え方を教えてください。 

谷本 [A]：まず、半導体有機材料は、足元でスイッチの ASIC が増えているのは事実ですけれど

も、逆に収益性の低いものをお断りするという交渉もしておりますので、第 2 クォーターの後半ぐ

らいからは、減らすものよりスイッチの ASIC がもう少し増えるぐらいの形になるものと思いま

す。 

それと、コア材のセラミックないしガラスとなりますと、この業界では 1 社供給は決して許される

業界ではなく、またセラミックコアをつくるメーカーはそんなにたくさんないと思いますので、お

そらくそれが採用されるようであれば、コアだけを基板メーカーさんにお売りする形になると思っ

ております。 

[Q]：分かりました。ありがとうございます。 

 

＜質問者 6＞ 

[Q]：全般的にコスト低減が進んだ決算だったと思いますが、研究開発費について、Q1 の通期に対

しての金額が結構低く、計画では少し多めに見積もっていて、実際のところはコスト削減もあった

と考えればよいでしょうか。 



 
 

また、研究開発で、その他の部門で新規の開発をされていると思うのですが、ここも絞り込みをす

るというお話をされておりました。その絞り込みは前回の決算説明会では具体的には着手する予定

のようなご回答だったと思いますが、Q1 を見ると結構赤字が減っています。もし、その他の部門

でも、開発を続けるプロジェクトとそうじゃないプロジェクトと峻別が進んでいるような話がある

のでしたら、教えてください。 

谷本 [A]：研究開発につきましては、事業移管したことによって減少しているというものが蓄電池

関連で少しございますので、研究開発費の合計金額が減っております。5G の基地局とミリ波のリ

ピーターの開発を進めておりましたけれども、ミリ波の基地局については中止を決定して、その分

が第 1 クォーターから減り始めているということです。 

[Q]：それは、その他の部門に入ってらっしゃったのですか。 

谷本 [A]：その他の部門です。リピーターのほうは続けております。 

[Q]：分かりました、ありがとうございます。2 点目ですけれども、買収も今年着手したいという

お話がありました。買収をするときの考え方を教えていただきたいですが、御社の場合、例えば

PBR が 1 倍を割っているという事実があり、ROE を上げたいという話をかなり前からされていた

と思います。仮に ROE を上げるということであれば、国内向けの事業でコスト削減すれば利益が

上がるような事業を買収すれば御社の ROE の改善には比較的短期間で繋がるのかと思います。 

一方で、受動部品やセラミック部品での M&A に関しては、比較的競争が激しくて、事業の建付け

を変えていかないとなかなか収益性が上がっていかず、買収した直後は収益の重石になる可能性が

高く、ROE 面ではむしろマイナスになってしまうリスクすらあると思いますが、どちらを実行さ

れるのでしょうか。ROE を第一に考えるのであれば、ソリューションビジネスのほうがおそらく

比較的短期で成果が出やすいと思いますが、どちらに軸足を置かれるのかについて現在議論をされ

てらっしゃいますか。 

谷本 [A]：最初にご指摘があったとおり、直近で買収したサザンカールソンやパワー半導体事業

は、あまり収益に貢献しなかったということで結果的に手放す結論になったという反省も踏まえ

て、ソリューションか部品かは別問題として、収益がきっちり自立して出せる会社をターゲットに

することは決めております。自立して収益をきちっと守っていける会社で、かつわれわれとの企業

風土が合う会社で、何社かコンタクトさせていただいているということでございます。 

[Q]：そうなるとちょっとバリュエーションは高くなると思うのですが、むしろバリュエーション

が高いことよりも、事業体としてしっかりとした収益を上げられるところを重視されるというスタ

ンスでいらっしゃいますか。 



 
 

谷本 [A]：はい、そうでございます。 

[Q]：分かりました。ありがとうございます。 

以上 

注記 

当資料は、SCRIPTS Asia 株式会社によって録音・書き起こしされたものを当社にて一部編集した

ものです。 

 

将来事象に関する注意事項 

当資料には、将来の事象についての 2026 年 3 月期 第 1 四半期 決算説明会開催日（2025 年 7 月

30 日開催）時点における当社グループの期待、見積り及び予測に基づく記述が含まれています。

これらの将来の事象についての記述には、既知及び未知のリスク、不確実な要因並びにその他の要

因が内包されており、当社グループの将来における実際の財政状態及び活動状況が、当該将来の事

象についての記述によって明示または黙示されているところと大きく異なる場合があります。詳細

は、当社ホームページに掲載の「将来の見通しに関する記述等について」をご参照ください

（https://www.kyocera.co.jp/ir/disclaimer.html）。 

 


